
６年 理科 学習相談                  学研教育情報資料センター 

 

 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                     

小／理科／６年／生物と環境／ 

人と動物の体／理解シート 

 

きぬた骨 
つち骨

こまく 
あ 骨 

大た

 

最大なのは、太ももの骨、いちばん小さいのは、耳の 

こまくの近くにある、長さが約３㎜のあぶみ骨さ。 

人間の
ほね

骨の中で最大の骨、最小の骨はなんなの 

■最大の骨は、大たい骨 

 人体の骨の数は、およそ２００個といわ 

れています。
のう

脳をつつんで守っている頭骨、 
むね

胸を広げたりすぼめたりする役目のろっ骨、 

やわらかい
ないぞう

内臓を守っている骨ばん、体を 

ささえている
せ ぼ ね

背骨やあしの骨などは、みん 

な大きい骨です。その中でいちばん大きい 

のが、太ももをささえている「大たい骨」 

で、およそ身長の４分の１の長さになる、 

ひざから足のつけ根までの骨です。 

  

■最小の骨は、
じしょうこつ

耳小骨の中のあぶみ骨  

 いちばん小さい骨は、耳の耳小骨といわ 

れる骨の中の、あぶみ骨です。あぶみ骨の 

長さは、２.６～３.４㎜、重さは０.００２ 

～０.００４３グラムという小ささです。耳 

小骨は、３つの骨が組み合わさり、大きす 

ぎる音は小さく、小さい音は大きくなるよ 

う調節して、こまくの音のふるえを耳のお 

くに伝える役目をしています。そのうちの 

一つが、あぶみ骨です。 
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